
    VERDI「REQIEM」訳（Solo 部分のみ）           2018/10/10  PL 会 
P37～P38（BASS Solo） 
Mors stupebit et natura, 
com resurget creatura, 
judicanti responsura. 

P39～P44（MEZZO-SOP Solo） 
Liber scriptus proferetur, 
in quo totum continetur, 
unde mundus judicetur. 
 
Judex ergo cum sedebit, 
quidquid latet,apparebit; 
Nil inultum remanebit 

P50～P56（MEZZO-SOP,TENOR,BASS Solo） 

Quid sum miser tunc dicturus? 
Quem patronum rogaturus? 
Cum vix justus sit secures. 

P57～P70（四重唱） 

salva me,fons pietatis. 
P71～P75（MESSO-SOP,SOP Solo） 

Recordare Jesu pie. 
 quod sum causa tuae viae: 
 ne me perdas illa die. 
 
 Quaerens me,sedisti lassus 
 Redemisti crucem passus 
 Tantus labor non sit cassus. 
 
 Juste judex ultionis, 
 donum fac remissionis, 
 ante diem rationis. 
P76～P79（TENOR Solo） 

Ingemisco,tamquam reus: 
culpa rubet vultus meus: 
supplicanti parce Deus. 
 
Qui Mariam absolvisti, 
et latronem exaudisti, 
mihi quoque spem dedisti, 
 
Preccs meac non sunt dignae: 
Sed tu bonus fac benibne, 

 
審判者に答えるために、 
人間がよみがえる時、 
死と自然界とは驚くでしょう。 
 

その時、すべてが書き記された、 
この世を裁く書物が、 
持ち出されるでしょう。 
 

審判者がその座に着く時、 
隠されていたことがことごとく明らかにされ 
あらゆることが裁かれるでしょう。 
 

その時、哀れな私は何を言えばよいのでしょう。 
誰に弁護を頼めばよいのでしょう。 
正しい人でさえ不安を持つでしょうに。 
 

慈悲の泉よ、私をお救い下さい。 
 

思い出してください、慈悲深きイエスよ、 
あなたの来臨は私のためだったということを。 
その日に私を滅ぼさないでください。 
 

私を探し求め、疲れ果て、十字架の苦しみを忍び、 
私をあがなってくださった方よ、 
その労苦が無駄になりませんように。 
 

正義をもって罰を下す審判者よ、 
裁きの日よりも前に、 
私に許しの恩寵をお与えください。 
 

私は罪人として嘆き、 
罪を恥じて顔を赤らめます。 
神よ、許しを請う者に慈悲をお与えください。 
 
マクダラのマリアを許し、 
盗賊の願いをお聞き入れになった主は、 
私にも希望を与えられました。 
 
私の祈りは価値のないものですが、 
慈悲深く哀れんでください。 



Ne perenni cremer igne. 
Inter oves locum praesta. 
et ab haedis me sequestra, 
statuens in parte dextra. 

P80～P84（BASS Solo） 

Confutatis maledictis, 
flammis acribus addictis, 
voca me cum benedictis. 
 
Oro supplex et acclinis, 
cor contritum quasi cinis: 
gere curam mei finis. 

P106～P128（四重唱） 

Domine Jesu Christe,Rex gloriae, 
libera animas omnium fidelium defunctorum 
de poenis inferni, et de profundo lacu; 
libera eas de ore leonis, 
ne absorbeat eas Tartarus, 
ne cadant in obscurum. 
Sed signifer Sanctus Michael 
repraesentet eas in lucem sanctam, 
quem olim Abrahae promisisti 
et semini ejus. 
 
Hostias et preces Tibi, 
Domine,laudis offerimus. 
Tu suscipe pro animabus illis, 
quarum hodie memoriam facimus. 
Face eas,Domine,de morte transire ad vitam, 
quan olim Abrahae promisisti 
et semini ejus. 
libera animas omnium fidelium defunctorum 
de poenis inferni. 

162P～P173（MEZZO-SOPRANO,TEN,BASS Solo） 

Lux aeterna luceat eis,Domine: 
Cum Sanctis tuis in aeternum, 
quia pius es. 
 
Requiem aeternam dona eis Domine: 
et lux perpetua luceat eis. 

 

私が地獄の火によって永遠に焼かれることのないように 
羊の群れの中に私を置き、 
牡山羊から引き離し、 
あなたの右側に立たせてください。 
 
呪われた者どもを罰し、 
激しい炎の中に落とし給う時、 
祝福された者とともに私をお招きください。 
 
私は灰のように砕かれた心で、 
ひれ伏して願い奉ります。 
私の終わりの時をおはからいください。 
 
栄光の王、主イエス・キリストよ、 
死んだ信者すべての霊魂を、 
地獄の罰と底のない深淵から救い出し、 
獅子の口から解き放ってください。 
彼らが冥府に飲み込まれないように。 
彼らが暗黒に落ちないように。 
旗手聖ミカエルが、 
彼らを聖なる光へと導きますように。 
その昔、主がアブラハムとその子孫に 
約束したその光に。 
 
賛美のいけにえと祈りとを、 
主よ、あなたにわれらは捧げます。 
今日、われらが追悼する彼らの霊魂のために、 
それらを受け入れてください。 
主よ、彼らを死から生命へと移してください。 
その昔、主がアブラハムとその子孫に 
約束したその生命に。 
死んだ信者すべての霊魂を 
地獄の罰から救い出してください。 
 
主よ、彼らを永遠の光で照らしてください、 
聖者たちとともに永遠に。 
慈悲深き主よ。 
 
主よ、永遠の安息を彼らに与え、 
絶えざる光で照らしてください。 
 

 


